


















Etude de l’art du chant improvisé au Pays basque français













は「プロイセン帝室録音委員会 Preußische Phonographischen Kommission 1915-1918」によるもので
あり、この組織を以下にプロイセン委員会と略称する。そこに収められた歌と比較する資料としては、
フランス側バスク・スベロア地方の文化協会スアシア（Sü Azia）が 1980 年代から収録した録音を使用



























































筆者が 2019 年と 2020 年にバスクにおいて存在を確認した録音資料は以下のものである。
1.　 1900 年にアズレイ（Léon Azoulay 1862-1926）がパリ人類学協会の調査結果をパリ万国博覧会で
発表した当該地域の最初の録音資料（パリ民族音楽学研究センター所蔵）13。
2.　 1947 年マルセル＝デュボア（Claudie Marcel-Debois 1913-1989）がピショネ＝アンドラル
（Marie-Marguerite Pichonnet-Andral 1922-2004）と行ったフィールド・ワークで収集した約 200
曲の録音資料（ヨーロッパ及び地中海文明博物館所蔵）14。
3.　 1983-1990 年に行われたプロジェクト《収集 - 保存 - スベロア地方の歌の伝承（Collectage-
Archivage-Transmission du chant souletin）》の一環としてマルセル・ベダサガール（Marcel 
Bedaxagar）が収集した約 400 時間の録音資料15。
3. のプロジェクトの中心的な役割を果たしたのは、バイヨンヌ市近郊にあるバスク文化研究所
（Euskal Kultur Erakundea=EKE）16 であり、この研究所は成果を、展覧会の開催やラジオフランス・
Ocora レーベルからの CD17 で公開している。かねてより、これらの成果に注目していた筆者は、2019







































収集された言語の数は 250 に及び、1650 枚のグラモフォン盤が残され、バスク語に関してはデーゲ
ンの指導の下、言語学者ヘルマン・ウルテル（Hermann Urtel 1873-1926）が、63 枚のバスク語に関す
る言語的な資料を作成した。その内、少数のバスクの歌を含んでいる。また、1022 管のフォノグラム
による録音が行われ、音楽学者ゲオルク・シューネマン（Georg Schünemann 1884-1945）により 36 管
















出身地方 演者 歌 記述・朗読
ラプルディ地方 Antoine Suhas（1885-1946） 39 12
Jean-Baptiste Suhas（1884-1964） 1522
Laurent Issuribehere（1895-1976） 2 2
Pierre Labadie（1891-1918） 4
Jean-Baptiste Mendiburu（1889-1969） 2
低ナファロア地方 Jean-Noël Irigoyen（1895-1983） 1 4
Pierre Mendiburu（1885- ?） 1
スベロア地方 Joseph Jaureguiber（1884-1956） 49 11
Pierre Ascarateil（1895- ?） 1 5
Saint-Jean Bidegaray（1882-1952） 1 2
表 1 のように、バスク人戦争捕虜の録音は 99 媒体（109 項目）に、フォノグラム（蠟管）36 本に計
1 時間 20 分 38 秒が記録され、グラモフォン（円盤）63 枚に 2 時間 22 秒が記録され、二つを合わせる
と 3 時間 21 分の録音になる。2 人の演者がデュオで歌ったり、異なる演者が同じ歌を重複して歌った

































ラプルディ地方 Antoine Suhas（1885-1946） 39 11
Jean-Baptiste Suhas（1884-1964） 15 8
Laurent Issuribehere（1895-1976） 2 1
Pierre Labadie（1891-1918）
Jean-Baptiste Mendiburu（1889-1969）
低ナファロア地方 Jean-Noël Irigoyen（1895-1983） 1 1
Pierre Mendiburu（1885- ?） 1
スベロア地方 Joseph Jaureguiber（1884-1956） 49 17
Pierre Ascarateil（1895- ?） 1
Saint-Jean Bidegaray（1882-1952） 1 1
上記の表 2 のように、100 年前に記録された 109 曲のうち、39 曲の歌を「スアシア」に記録されてい
る歌、つまり同地域で「知られている」歌の同一の曲として認めることが出来る。勿論「スアシア」の
録音の内、1 曲しか同一の録音が見つからない場合もあれば、1 曲に対し数十曲が同定される場合があ










スベロア地方の町、タルデッツの城の 2 人の若き乙女を歌ったこの歌は、1870 年に出版されたサラ
ベリの本にも収録されている27。内容は外国に乞われて嫁入りする乙女を惜しんで美しさをたたえてい
る。この曲を 3 つの録音資料を基に楽譜化し、その差違を検討する28。
a.  スベロア地方 J. ヨウレギベール、プロシア委員会録音 1917 年 9 月 30 日録音29
b.  スベロア地方 J. M. ベダサガールの「スアシア」収蔵の録音30
c.  スベロア地方野外民衆劇パストラルにおける村人の合唱、「スアシア」収蔵の録音31
比較のため、いずれも最初の一番の歌詞部分を楽譜化した。ほぼ a. の歌詞に b. c. の譜例を対応させ
たレイアウトにしたが、3 段目では a. と b. c. の歌詞の順序が入れ替わって異なっているので、その部
分は、それぞれに歌詞を記入した。それを譜例 1 とする。a. b. はソロの男声、c. は混声合唱である。
a. の歌唱の特徴は、リズムの取り方にこの地方独特のリズム「ソルツィコ（zortziko）」32 の特徴が見
られる。
b. の歌唱の特徴は、リズムにおいて 1 拍を偶数、奇数分割を正確に歌い分け、装飾としてポルタメン
トをかけることである。100 年の時を隔て、a. と b.c. の歌では、3 段目において、歌詞の語順が入
れ替わり、それに対応した旋律が歌われている。現代では b.c. の歌唱で歌われているし、サラベリ
の 1870 年採譜の歌詞も同様である。
c. において、この地方の特徴的な合唱の形が現れている。3 度と 6 度の即興的な並進行が見られる33。
•すべての段落の終わりに於いて「脚韻」を踏んでいる。

























3．3　同一曲を 2つの録音資料により比較する　《花を見た（Lili bat ikusi dut）》
女性を花にたとえたこの歌を、プロイセン委員会の録音と、「スアシア」の所蔵録音で比較する。前
者を a. とし、後者を b. とし、譜例 2 にこの歌の一番の歌詞部分を楽譜化する35。
a. は理由は不明だが、1 本の蠟管に 3 人が録音を行っている。ラプルディ地方出身のスアス兄弟が詩
句を 2 つずつ交互に歌い、後に全編、歌い直している。次にスベロア地方のヨーレギベールが同じ
歌を歌っている。四番まで歌詞は記録されているが、歌唱されたのは 1 番のみで、3 人の演者で 1
本の蠟管に記録されていた36。






























































1 　この情報は公的バスク語オフィス（Euskararen Erakunde Publikoa/Offi  ce Public de la Langue Basque）の
情報による。
 https://www.mintzaira.fr/fr/la-langue-basque/situation-socio-linguistique.html（2020/08/19 にアクセス）





















12　1887 年にエミール・ベルリナー（Emil Berliner 1851-1929）によって実用化された円盤に音を左右の動きで
刻み再生する装置。
13　フォノグラムによってバスク語による 5 曲の歌、戦いの叫び声、3 つの聖書朗読が記録されている。内訳
は、ギプスコア地方の女性による 2 曲、スベロア地方の男性による 2 曲、3 編の聖書福音詞章朗読で、それ







15　この資料体の創設者 M. ベダサガールによると、1960 年代から 70 年代にかけて、他の人が収集した当該地方
の資料体（約 100 時間）を託され、彼自身がバスク舞踊の踊り手であり、ジャーナリストであった事から、
組織的な収集のために、当時の新しい発明であった Sony 製録音機「DAT」を自ら購入し、300 時間の録音
を行った、と筆者は 2020 年 2 月に説明を受けた。
16　1990 年設立の非営利団体。2020 年に活動 30 周年を迎えるが、10 人の専従スタッフが運営に当たっている。
活動内容などは以下の URL を参照されたい。
 https://www.eke.eus/fr（2020/08/22 にアクセス）
17　2 枚組 CD　Musiciens & Chanteurs Traditionnels Kantuketan / Basque Country Radio France, C560202/03. 















24　バスク語で Sü（火）の Azi（種子）を表わす言葉。ホームページは以下の URL で閲覧でき、この組織が収
集している録音資料体のすべてを、最初の 1 分間だけ視聴出来る。
 https://www.suazia.com/index.php?lang=fr（2020/08/23 にアクセス）
 この協会に関しては Laborde 1992 を参照。　
25　この即興歌人に関しては拙稿（姫田 2018）で述べたように、J. M. ベダサガール氏はパストラルの題材を取






27　<タルデッツの城（Atharratze jauregian/Au Château de Tardets）>（翻訳：姫田大）
 この歌は 7 番まで歌詞があるが、1 番をここに記す。
 　Atharratze jauregian bi zitroin doratü; タルデッツの城には二つの金のレモンがあった
 　Ongriako Erregek batto dü galthatü; ハンガリーの王がひとつくれと言った
 　Arrapostü ükhen dü eztirela huntü; まだ熟れていないから、
 　Huntü direnian batto ükhenen dü. 熟れたらひとつあげる、と言った。
 　J. D. J. Sallaberry  J. D. J. サラベリ
フランス・バスクの即興歌術の研究
‒ 25 ‒
 　Mauletarrak bildürik モウレオンで採譜
28　比較のために終止音を「レ」に統一した。a. の実音は譜面の半音上。速度は♩=108。b. の実音は譜面の 2 度
下。速度は♩=99。c. の実音は譜面の 4 度下。速度は♩=96。
29　シューネマンによる録音（VII W 0531 AK Schunemann Baskisch507），EKE 作成ミンツォアク上のリファ
レンス番号は BER-05-17。3 曲収録の蠟管の 2 曲目。
30　「スアシア」のリファレンス番号（201BED-33）。
31　「スアシア」のリファレンス番号（91BED-55）。









34　a. の 3 段目、冒頭の ü （2 拍）＋ khen （3 拍）＋ dü Arra （2 拍）の歌い方が録音では印象的。
35　1916 年 3 月 22 日にデーゲンがバスク語の書き取りと音声表記、フランス語訳を作成している。1 番の歌詞を
筆者が翻訳する。
 　1. - lili bat ikhusi dut baratze batean.  庭園で花をみつけた
 　　　desiratzen bainuen ene sahexean.  私のそばに置きたいとおもった
 　　　loria ez du galtzen udan, ez neguan.  花は夏も冬も咲いていて
 　　　haren parerik ez da bertze bat munduan. そのような花は他に世界のどこにもない
36　プロイセン委員会のリファレンス番号は VII W 0255 Phon Komm 245。演者は Jean-Baptiste Suhas, Antoine 
Suhas, Joseph Jaureguiber. 楽譜の表記は実音。テンポは♪=192。
37　「スアシア」のリファレンス番号は 93RFR-15。実音は 2 度上。テンポは♪=123。
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